
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
支持体上に第一の感光性樹脂層及び第二の感光性樹脂層を順次積層してなる感光性樹脂積
層体であって、
第一の感光性樹脂層が、
（Ａ）α，β－不飽和カルボン酸の中から選ばれる少なくとも１種の単量体と、アルキル
（メタ）アクリレート、ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリロニ
トリル、（メタ）アクリルアミドとその窒素上の水素がアルキル基又はアルコキシ基で置
換された化合物、及びメタクリル酸グリシジルの中から選ばれる少なくとも１種の単量体
を共重合して得られる重量平均分子量３０，０００から２８０，０００のビニル共重合体
、
（Ｂ）下記式（１）で示される分子量が１０００以下の光重合性モノマー、
【化１】
　
　
　
　
　
　
〔式中、φはベンゼン環を表わし、Ｒ 1  は水素原子又はメチル基を表わし、Ｒ 2  は炭素数
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６～１２のオキシアルキル基、繰り返し単位合計が２～１５のエチレンオキシドとプロピ
レンオキシドの共重合体残基、２－ヒドロキシアルキル基（アルキル基は炭素数２～１２
）、ネオペンチルグリコール基、カルボン酸オキシアルキルエステル基（アルキル基は炭
素数２～１２）のいずれかであり、Ｒ 3  は水素原子、ハロゲン原子、炭素数１～１２のア
ルキル基、炭素数１～１２のオキシアルキル基、炭素数１～１２のカルボン酸アルキルエ
ステル基、炭素数２～１２の２－ヒドロキシアルキルカルボン酸基のいずれかであり、ｎ
は０～３の整数を表わす。〕
（Ｃ）エチレン性不飽和二重結合を２個以上含有する光重合性モノマー及び、
（Ｄ）光重合開始剤を含有し、
第二の感光性樹脂層が、
（Ｅ）スチレン及びスチレン誘導体の中から選ばれる少なくとも１種の単量体と、α，β
－不飽和カルボン酸の中から選ばれる少なくとも１種の単量体と、アルキル（メタ）アク
リレート、ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリロニトリル、（メ
タ）アクリルアミドとその窒素上の水素がアルキル基又はアルコキシ基で置換された化合
物、及びメタクリル酸グリシジルの中から選ばれる少なくとも１種の単量体を共重合して
得られる重量平均分子量３０，０００から１５０，０００のビニル共重合体、
（Ｆ）下記式（１）で示される分子量が１０００以下の光重合性モノマー、
【化２】
　
　
　
　
　
　
〔式中、φはベンゼン環を表わし、Ｒ 1  は水素原子又はメチル基を表わし、Ｒ 2  は炭素数
６～１２のオキシアルキル基、繰り返し単位合計が２～１５のエチレンオキシドとプロピ
レンオキシドの共重合体残基、２－ヒドロキシアルキル基（アルキル基は炭素数２～１２
）、ネオペンチルグリコール基、カルボン酸オキシアルキルエステル基（アルキル基は炭
素数２～１２）のいずれかであり、Ｒ 3  は水素原子、ハロゲン原子、炭素数１～１２のア
ルキル基、炭素数１～１２のオキシアルキル基、炭素数１～１２のカルボン酸アルキルエ
ステル基、炭素数２～１２の２－ヒドロキシアルキルカルボン酸基のいずれかであり、ｎ
は０～３の整数を表わす。〕
（Ｇ）エチレン性不飽和二重結合を２個以上含有する光重合性モノマー及び、
（Ｈ）光重合開始剤
を含有してなる事を特徴とする感光性樹脂積層体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は新規な感光性樹脂積層体に関する。更に詳しくはプリント配線板の製造、金属の
精密加工等に用いられるエッチングレジスト又はメッキレジストとして耐薬品性に優れる
感光性樹脂積層体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
プリント配線板の製造やリードフレーム等金属の微細加工に、感光性樹脂積層体を使用す
ることは以前より知られている。これらの製造、加工に於いては、感光性樹脂層を金属表
面に支持体と共に熱圧着（ラミネート）させた後、フォトマスクを介して露光し、支持体
を剥がして現像して、レジストパターンを得た後に金属をエッチング又はメッキして所望
の金属パターンを形成するのが一般的である。
【０００３】
而して、この分野においても近年の電子機器の小型、高性能化に対応した解像度に優れる
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感光性樹脂組成物が提供されており、それにともなって感光性樹脂組成物の用途が拡大し
、４２アロイ材等の銅以外の金属の微細加工へ適用が進むとともに感光性樹脂組成物の金
属に対する密着性、耐エッチング性、解像性がますます重要となってきている。
【０００４】
それに応じて、これまでにも感光層を多層化する技術が開発されており、例えば特公昭６
０－３２１７３号公報、特公昭６１－３１８５５号公報、特開昭５６－２５７３２号公報
、特開昭５８－１３６０２７号公報、特開平０３－１７６５０号公報のような多層化した
感光性樹脂積層体が知られている。
また、特開平４－３５３８４９号公報や特開平４－３４０５５１号公報には耐エッチング
性を改良する感光性樹脂組成物も提案されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前者の感光層の多層化によって得られる感光性樹脂積層体は、耐エッチン
グ性が不十分であり、エッチング液がしみ込んで金属が変色するという問題点があった。
特に、リードフレーム等金属の微細加工に於いては、４２アロイ材等の銅以外の金属に対
する密着性が不十分なためエッチング中にレジストパターンが剥がれるという現象が見ら
れ、これらの感光性樹脂積層体に対して金属に対する良好な密着性と耐エッチング性が求
められていたのである。
【０００６】
一方、耐エッチング性を改良することを目的とした後者の技術（特開平４－３５３８４９
号公報、特開平４－３４０５５１号公報）によって得られたレジストパターンは、解像度
が不十分で、且つ、銅以外の金属に対する密着性が不十分なため、金属の微細加工には適
用できなかった。
また、上記技術を組合せ（感光性樹脂層の多層化技術と耐エッチング性改良技術）ても、
得られる感光性樹脂積層体の銅以外の金属に対する密着性と耐エッチング性はやはり不十
分であった。
【０００７】
本発明は、以上説明した従来技術の問題点を解決し、解像性が優れ、金属に対する密着性
がよく、耐エッチング性に優れた感光性樹脂組成物及びこれを用いた感光性樹脂積層体の
開発を課題とするものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
そこで、本発明者らは、上記従来技術の問題点を解決すべく、プリント配線板の製造や金
属の微細加工に好適な感光性樹脂積層体について鋭意研究を重ねるなかで、スチレン及び
スチレン誘導体の中から選ばれる少なくとも１種の単量体を含むビニル共重合体を用いた
感光性樹脂組成物が解像性と密着性が優れること、しかし、該感光性樹脂組成物はまだ支
持体との接着性が低く、感光性樹脂層から支持体が剥がれやすいという問題があることを
知った。
【０００９】
そこでさらに研究を重ねた結果、その感光性樹脂組組成物の層の他に、スチレン及びスチ
レン誘導体を含まないビニル共重合体を支持体上の第１の感光性樹脂組成物の層として用
いて、２層の感光性樹脂積層体とする事で支持体との接着性が向上し、且つ、解像性と密
着性も維持されることを見い出したのである。
しかも、驚くべき事に、上記感光性樹脂組成物に特定のモノマーを含有させることで金属
に対する密着性と耐エッチング性が飛躍的に向上することがわかり、解像性、密着性、耐
エッチング性に優れた本発明の感光性樹脂積層体を完成することができたのである。
【００１０】
即ち、本発明は、支持体上に第一の感光性樹脂層及び第二の感光性樹脂層を順次積層して
なる感光性樹脂積層体であって、
第一の感光性樹脂層が、
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（Ａ）α，β－不飽和カルボン酸の中から選ばれる少なくとも１種の単量体と、アルキル
（メタ）アクリレート、ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリロニ
トリル、（メタ）アクリルアミドとその窒素上の水素がアルキル基又はアルコキシ基で置
換された化合物、及びメタクリル酸グリシジルの中から選ばれる少なくとも１種の単量体
を共重合して得られる重量平均分子量３０，０００から２８０，０００のビニル共重合体
、
（Ｂ）下記式（１）で示される分子量が１０００以下の光重合性モノマー、
【００１１】
【化３】
　
　
　
　
　
　
〔式中、φはベンゼン環を表わし、Ｒ 1  は水素原子又はメチル基を表わし、Ｒ 2  は炭素数
６～１２のオキシアルキル基、繰り返し単位合計が２～１５のエチレンオキシドとプロピ
レンオキシドの共重合体残基、２－ヒドロキシアルキル基（アルキル基は炭素数２～１２
）、ネオペンチルグリコール基、カルボン酸オキシアルキルエステル基（アルキル基は炭
素数２～１２）のいずれかであり、Ｒ 3  は水素原子、ハロゲン原子、炭素数１～１２のア
ルキル基、炭素数１～１２のオキシアルキル基、炭素数１～１２のカルボン酸アルキルエ
ステル基、炭素数２～１２の２－ヒドロキシアルキルカルボン酸基のいずれかであり、ｎ
は０～３の整数を表わす。〕
【００１２】
（Ｃ）エチレン性不飽和二重結合を２個以上含有する光重合性モノマー及び、
（Ｄ）光重合開始剤を含有し、
第二の感光性樹脂層が、
（Ｅ）スチレン及びスチレン誘導体の中から選ばれる少なくとも１種の単量体と、α、β
－不飽和カルボン酸の中から選ばれる少なくとも１種の単量体と、アルキル（メタ）アク
リレート、ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、（メタ）アクリロニトリル、（メ
タ）アクリルアミドとその窒素上の水素がアルキル基又はアルコキシ基で置換された化合
物、及びメタクリル酸グリシジルの中から選ばれる少なくとも１種の単量体を共重合して
得られる重量平均分子量３０，０００から１５０，０００のビニル共重合体、
（Ｆ）下記式（１）で示される分子量が１０００以下の光重合性モノマー、
【００１３】
【化４】
　
　
　
　
　
　
〔式中、φはベンゼン環を表わし、Ｒ 1  は水素原子又はメチル基を表わし、Ｒ 2  は炭素数
６～１２のオキシアルキル基、繰り返し単位合計が２～１５のエチレンオキシドとプロピ
レンオキシドの共重合体残基、２－ヒドロキシアルキル基（アルキル基は炭素数２～１２
）、ネオペンチルグリコール基、カルボン酸オキシアルキルエステル基（アルキル基は炭
素数２～１２）のいずれかであり、Ｒ 3  は水素原子、ハロゲン原子、炭素数１～１２のア
ルキル基、炭素数１～１２のオキシアルキル基、炭素数１～１２のカルボン酸アルキルエ
ステル基、炭素数２～１２の２－ヒドロキシアルキルカルボン酸基のいずれかであり、ｎ
は０～３の整数を表わす。〕
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【００１４】
（Ｇ）エチレン性不飽和二重結合を２個以上含有する光重合性モノマー及び、（Ｈ）光重
合開始剤
を含有してなる事を特徴とする感光性樹脂積層体が提供するものである。
【００１５】
以下、本発明を詳しく説明する。
本発明の第一の感光性樹脂組成層の（Ａ）成分の共重合に用いられるα，β－不飽和カル
ボン酸の中から選ばれる少なくとも１種の単量体としてはアクリル酸、メタクリル酸等が
挙げられる。
【００１６】
（Ａ）成分の今一つの単量体であるアルキル（メタ）アクリレート、ヒドロキシアルキル
（メタ）アクリレート、（メタ）アクリロニトリル、（メタ）アクリルアミドとその窒素
上の水素がアルキル基又はアルコキシ基で置換された化合物、及びメタクリル酸グリシジ
ルの中から選ばれる少なくとも１種の単量体としては、例えば、メチルアクリレート、メ
チルメタクリレート、エチルアクリレート、エチルメタクリレート、ｎ－プロピルアクリ
レート、ｎ－プロピルメタクリレート、シクロヘキシルアクリレート、シクロヘキシルメ
タクリレート、ブチルアクリレート、ブチルメタクリレート、２－エチルヘキシルアクリ
レート、２－エチルヘキシルメタクリレート等が挙げられる。これらは単独で又は２種以
上を組み合わせて用いられる。
【００１７】
（Ａ）成分の含有量は感光性樹脂組成物の全重量基準で５～９０重量％、好ましくは２０
～８５重量％、より好ましくは４５～７５重量％である。
（Ａ）成分の使用量が少なすぎると現像性が低下し、多すぎると光感度が低下する。
【００１８】
本発明で用いる（Ｂ）成分は下記式（１）で示される分子量が１０００以下の光重合性モ
ノマーである。
【００１９】
【化５】
　
　
　
　
　
　
〔式中、φはベンゼン環を表わし、Ｒ 1  は水素原子又はメチル基を表わし、Ｒ 2  は炭素数
６～１２のオキシアルキル基、繰り返し単位合計が２～１５のエチレンオキシドとプロピ
レンオキシドの共重合体残基、２－ヒドロキシアルキル基（アルキル基は炭素数２～１２
）、ネオペンチルグリコール基、カルボン酸オキシアルキルエステル基（アルキル基は炭
素数２～１２）のいずれかであり、Ｒ 3  は水素原子、ハロゲン原子、炭素数１～１２のア
ルキル基、炭素数１～１２のオキシアルキル基、炭素数１～１２のカルボン酸アルキルエ
ステル基、炭素数２～１２の２－ヒドロキシアルキルカルボン酸基のいずれかであり、ｎ
は０～３の整数を表わす。〕
【００２０】
Ｒ 1  の例としては上記した水素原子、メチル基が挙げられる。
Ｒ 2  の例としては、オキシノニル基、エチレンオキシド２単位とプロピレンオキシド５単
位の共重合体残基、エチレンオキシド５単位とプロピレンオキシド２単位の共重合体残基
、カルボン酸エチルエステル基、カルボン酸－２－ヒドロキシプロピルエステル基、２－
ヒドロキシプロピルオキシ基、ネオペンチルグリコール基が挙げられる。
Ｒ 3  の例としては、水素原子、臭素原子、ノニル基、カルボン酸－２－ヒドロキシエチル
エステル基が挙げられる。
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【００２１】
そして（Ｂ）成分の例としては、フェノキシノニルアクリレート（Ｒ 1  ：水素原子、Ｒ 2  

：オキシノニル基、Ｒ 3  ：水素原子）、２－ヒドロキシ－３－フェノキシプロピルアクリ
レート（Ｒ 1  ：水素原子、Ｒ 2  ：２－ヒドロキシプロピルオキシド基、Ｒ 3  ：水素原子）
、アクリロイルオキシエチル－２－ヒドロキシプロピルフタレート（Ｒ 1  ：水素原子、Ｒ
2  ：カルボン酸エチルエステル基、Ｒ 3  ：カルボン酸２－ヒドロキシプロピルエステル基
）、ディスパノールＬＳ－１００Ａ（Ｒ 1  ：水素原子、Ｒ 2  ：エチレンオキシド２単位と
プロピレンオキシド５単位の共重合体残基、Ｒ 3  ：ノニル基）、２－アクリロイルオキシ
エチル－２－ヒドロキシ　エチルフタル酸（Ｒ 1  ：水素原子、Ｒ 2  ：カルボン酸エチルエ
ステル基、Ｒ 3  ：カルボン酸－２－ヒドロキシエチルエステル基）等が挙げられる。
【００２２】
（Ｂ）成分の含有量は感光性樹脂組成物の全重量基準で３～３０重量％、好ましくは５～
３０重量％、より好ましくは５～２０重量％である。
（Ｂ）成分の含有量が３重量％未満である場合には耐エッチング性が不足し、３０重量％
を越える場合には光重合した感光性樹脂組成物から得られるレジストパターンの硬化が不
足する。
【００２３】
本発明で用いる（Ｃ）及び（Ｇ）成分としては、分子内にエチレン性不飽和二重結合を２
個以上含有する公知の光重合性モノマーを用いることができる。その例としては、ポリオ
ールのアクリル酸もしくはメタクリル酸エステル、ポリアミンより得られるアクリルアミ
ド類、ウレタン基を含有する化合物、ポリオールとジイソシアネートとを反応させて得ら
れる化合物に更にβ－ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートを反応させて得られるア
クリルウレタンオリゴマー、ビスフェノールＡから変性誘導されたアクリル酸もしくはメ
タクリル酸エステル類等の内エチレン性不飽和二重結合を２個以上含有する物を用いるこ
とができる。
（Ｃ）及び（Ｇ）成分の含有量はそれぞれ感光性樹脂組成物の全重量基準で５～６０重量
％、好ましくは５～５０重量％、より好ましくは１０～３５重量％である。
【００２４】
本発明で用いられる光重合性モノマー（Ｂ）及び（Ｃ）成分の全含有量は感光性樹脂組成
物の全重量基準で８～９０重量％、好ましくは１０～８０重量％、より好ましくは１５～
５５重量％である。この使用量が少なすぎると耐現像液性が低下し、多すぎると感光性樹
脂組成物としての粘度が低下し、感光性樹脂積層体としてロール状に巻いたときに感光性
樹脂組成層がはみ出し接着する（エッジフュージョン現象）。
【００２５】
本発明で用いる（Ｄ）及び（Ｈ）成分の光重合開始剤は、特に限定されるものでなく、公
知の光重合開始剤を用いることができる。好ましい例として、ベンゾフェノン、アンスラ
キノン、ミヒラーズケトン、４－メトキシ－４’－ジメチルアミノベンゾフェノン、２－
エチルアントラキノン等の芳香族ケトン、ベンゾインメチルエーテル、ベンゾインエチル
エーテル、ベンゾインフェニルエーテルなどのベンゾインエーテル、メチルベンゾイン、
エチルベンゾインなどのベンゾイン、ベンジルジメチルケタールなどのベンジル誘導体、
【００２６】
２－（ｏ－クロロフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾール二量体、２－（ｏ－フル
オロフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾール二量体、２－（ｏ－メトキシフェニル
）－４，５－ジフェニルイミダゾール二量体、２－（ｐ－メトキシフェニル）－４，５－
ジフェニルイミダゾール二量体、２－（ｐ－メトキシフェニル）－５－フェニルイミダゾ
ール二量体、２－（ｐ－メチルメルカプトフェニル）－４，５－ジフェニルイミダゾール
二量体等の２，４，５－トリアリールイミダゾール二量体等のイミダゾール二量体、９－
フェニルアクリジン、１，７－ビス（９，９’－アクリジニル）ヘプタン等のアクリジン
誘導体、
【００２７】
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Ｎ－フェニルグリシン、Ｎ－（３－クロロフェニル）グリシン、Ｎ－（２，４－ジクロル
フェニル）グリシン、Ｎ－（２－ニトロフェニル）グリシン、Ｎ－（４－アセチルフェニ
ル）グリシン、Ｎ－（４－ニトロフェニリル）グリシン、Ｎ－（４－シアノフェニリル）
グリシン、Ｎ－（４－クロロフェニル）グリシン、Ｎ－（２－メチルフェニル）グリシン
、Ｎ－（２－メトキシフェニル）グリシン、Ｎ－メチル－Ｎ－フェニルグリシン、Ｎ－（
３－シアノフェニル）グリシン、Ｎ－（４－カルバモイルフェニル）グリシン、Ｎ－（４
－スルファモイルフェニル）グリシン等のフェニルグリシン誘導体、ジアゾニウム化合物
、クロルチオキサントン等のチオキサントン誘導体等を使用することができる。
【００２８】
（Ｄ）及び（Ｈ）成分の含有量はそれぞれ感光性樹脂組成物の全重量基準で、０．０１～
３０重量％、好ましくは０．０１～２０重量％、より好ましくは０．０５～１５重量％で
ある。この使用量が少なすぎると、十分な光感度が得られない傾向があり、多すぎると露
光の際に感光性樹脂組成の表面での光吸収が増加して内部の光硬化が不足する傾向がある
。
【００２９】
本発明の第二の感光性樹脂組成層の（Ｅ）成分の共重合体に用いられるスチレン及びスチ
レン誘導体としては、スチレン、α－メチルスチレン、ｐ－メチルスチレン、ｐ－エチル
スチレン、ｐ－メトキシスチレン、ｐ－エトキシスチレン、ｐ－クロロスチレン、ｐ－ブ
ロモスチレン等を挙げることができ、スチレンが好ましく用いられる。スチレン及びスチ
レン誘導体の含有率は５～３０％が好ましい。５％より低いと解像性が悪化し、３０％よ
り多いと現像に要する時間がいちじるしく長くなる。
【００３０】
α，β－不飽和カルボン酸の中から選ばれる単量体としてはアクリル酸、メタクリル酸等
が挙げられる。
アルキル（メタ）アクリレート、ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート、（メタ）ア
クリロニトリル、（メタ）アクリルアミドとその窒素上の水素がアルキル基又はアルコキ
シ基で置換された化合物、及びメタクリル酸グリシジルの中から選ばれる少なくとも１種
の単量体としては、例えば、メチルアクリレート、メチルメタクリレート、エチルアクリ
レート、エチルメタクリレート、ｎ－プロピルアクリレート、ｎ－プロピルメタクリレー
ト、シクロヘキシルアクリレート、シクロヘキシルメタクリレート、ブチルアクリレート
、ブチルメタクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート、２－エチルヘキシルメタク
リレートが挙げられ、これらビニル単量体は任意に用いることがでる。
上記（Ｅ）成分のビニル共重合体の含有量は感光性樹脂組成物の全重量基準で、５～９０
重量％、好ましくは２０～８５重量％、より好ましくは４５～７５重量％である。
【００３１】
本発明に用いられる（Ｆ）成分は、上記した（Ｂ）成分と同じ光重合性モノマーが用いら
れる。（Ｆ）成分の含有量は感光性樹脂組成物の全重量基準で３～３０重量％、好ましく
は５～３０重量％、より好ましくは５～２０重量％である。本発明で用いられる光重合性
モノマー（Ｆ）及び（Ｇ）成分の全含有量は感光性樹脂組成物の全重量基準で８～９０重
量％、好ましくは１０～８０重量％、より好ましくは１５～５５重量％である。
【００３２】
本発明で用いる感光性樹脂組成物には、染料、顔料などの着色物質を含有させても良い。
例えば、フクシン、オーラミン塩基、カルコキシドグリーンＳ、パラマジェンタ、クリス
タルバイオレット、メチルオレンジ、ナイルブルー２Ｂ、ビクトリアブルー、マラカイト
グリーン、ベイシックブルー２０、ダイヤモンドグリーンなどを用いることができる。
【００３３】
本発明で用いる感光性樹脂組成物には、光硬化部分を未硬化部分と区別するために、光照
射により発色する発色系染料を含有させても良い。発色系染料としては、ロイコ染料とハ
ロゲン化合物の組み合わせが良く知られている。ロイコ染料としては、例えばトリス（４
－ジメチルアミノ－２－メチルフェニル）、トリス（４－ジエチルアミノ－２－メチルフ
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ェニル）メタン等が挙げられる。ハロゲン化合物としては、臭化アミル、臭化イソアミル
、臭化イソブチレン、臭化エチレン、臭化ジフェニルメチル、臭化ベンザル、臭化メチレ
ン、トリブロモメチルフェニルスルフォン、４臭化炭素、トリス（２，３－ジブロモプロ
ピル）ホスフェート、トリクロロアセトアミド、ヨウ化アミル、ヨウ化イソブチル、１，
１，１－トリクロロ－２，２－ビス（ｐ－クロロフェニル）エタン、ヘキサクロロエタン
等が挙げられる。
【００３４】
本発明で用いる感光性樹脂組成物には、必要に応じてラジカル重合禁止剤を含有させ、熱
安定性、保存安定性を向上、調節することができる。ラジカル重合禁止剤の例としてはハ
イドロキノン、ｐ－メトキシフェノール、ｔ－ブチルカテコール、ピロガロール、ピクリ
ン酸、ｐ－トルイジン、ニトロソフェニルヒドロキシアミンアルミニウム塩等が挙げられ
る。
【００３５】
また、本発明で用いる感光性樹脂組成物には必要に応じて可塑剤などの添加剤を含有する
ことができる。このような添加剤としては、例えばジエチルフタレート等のフタル酸エス
テル類、ｏ－トルエンスルホン酸アミド、ｐ－トルエンスルホン酸アミド、クエン酸トリ
ブチル、クエン酸トリエチル、アセチルクエン酸トリエチル、アセチルクエン酸トリ－ｎ
－プロピル、アセチルクエン酸トリ－ｎ－ブチル、ポリプロピレングリコール等が挙げら
れる。
【００３６】
本発明で用いる感光性樹脂組成物は、組成の各成分を、これらを溶解する溶剤、例えば、
トルエン、アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、クロロホルム、塩
化メチレン、メチルアルコール、エチルアルコール等に溶解、混合させることにより均一
な溶液とすることができる。
【００３７】
本発明の感光性樹脂積層体に用いられる支持体としては、ポリエチレン、ポリプロピレン
、ポリ酢酸ビニル、ポリ塩化ビニル、ポリエチレンテレフタレート、ポリビニルアルコー
ル、ポリ塩化ビニリデン、ポリメタクリル酸メチル、ポリスチレン、ポリアクリロニトリ
ル、スチレン共重合体、ポリアミド、セルロース誘導体等のフィルムを使用することがで
きる。
【００３８】
本発明に於いて、感光性樹脂層の塗設は従来から採用されている方法で行うことができる
。例えば、前述の溶剤を用いて溶液とした第一の感光性樹脂層を支持体上に塗布、乾燥後
、第二の感光性樹脂層の溶液を塗布、乾燥して塗設することができる。また、Ｔダイ、キ
スディッピング等により連続して塗設することもできる。
【００３９】
【発明の実施の形態】
以下、実施例を挙げて本発明の実施の形態を説明するが、本発明はこれら実施例により限
定されない。
＜感光性樹脂組成物の調製＞
表１に示す成分を用いて、表２～４に示す配合（単位はグラム）で感光性樹脂組成物の溶
液を調製した。なお、表２～４に示す組成成分の略号は、表１に示す通りのものを表わし
ている。
【００４０】
【実施例】
実施例１～８及び比較例１～３
＜感光性樹脂積層体＞
第一の感光性樹脂組成物の溶液を２０μｍ厚のポリエチレンテレフタレートフィルム上に
均一に塗布し、対流式乾燥機で８０℃にて約３分間乾燥させ、厚み３μｍの第一の感光性
樹脂組成物からなる感光性樹脂積層体を得た。次に、第二の感光性樹脂組成物の溶液を上
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記積層体の感光性樹脂層面に均一に塗布し、１００℃で約３分間乾燥させて感光性樹脂層
を形成、二層合わせて厚み３０μｍの第一及び第二の感光性樹脂層からなる感光性樹脂積
層体を得た。
【００４１】
比較例４、５
感光性樹脂組成物の溶液を２０μｍ厚のポリエチレンテレフタレートフィルム上に均一に
塗布し、１００℃で約３分間乾燥させて感光性樹脂層を形成し、厚み３０μｍの感光性樹
脂層からなる感光性樹脂積層体を得た。
【００４２】
＜解像性＞
厚み２００μｍの４２アロイ基板（日立金属（株）製）を１％苛性ソーダ水溶液に１分間
浸漬し、水洗、送風乾燥し得られた基板を６０℃に加温し、この金属表面に前記感光性樹
脂積層体をホットロールラミネーター（旭化成工業（株）製）を用いて１２０℃に加熱し
ながらラミネートした。次に、高圧水銀灯ランプを有する露光機（オーク（株）製）ＨＭ
Ｗ－２０１ＫＢを用いてライン：スペース＝１：１ライン幅２０～１００μｍのネガマス
クパターンを支持体であるポリエチレンテレフタレートフィルム上に置き、このフィルム
を介して８０ｍＪ／ｃｍ 2  で露光した。次にポリエチレンテレフタレートフィルムを剥離
し、３０℃１重量％炭酸ナトリウム水溶液を６０秒間スプレーすることにより、未露光部
分を除去し解像性を観察した。結果を表５、６にまとめた。
【００４３】
＜耐エッチング性＞
上記と同様にして、ライン＆スペース５０μｍのネガマスクパターンを用いて露光、現像
した後、スプレーエッチング装置（東京加工機（株）製）により、塩化第二鉄水溶液（液
の比重４７ボーメ、塩酸濃度０．２％、温度５０℃）をスプレー圧力２．０ｋｇ／ｃｍ 2  

で１０分間スプレー、エッチングし、レジストパターンの剥がれを観察した。その後、レ
ジストを剥離し金属ラインの表面状態を観察した。結果を表５、６にまとめた。
【００４４】
【表１】
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【００４５】
【表２】
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【００４６】
【表３】

10

20

30

40

(11) JP 3945864 B2 2007.7.18



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００４７】
【表４】
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【００４８】
【表５】
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【００４９】
【表６】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００５０】
上記表５、表６中の＊、＊＊、＊＊＊の意味は次の通りである。
＊市販の引っ張り試験機を用いて支持体を感光性樹脂層から剥離する時の１８０度ピール
強度を測定した。
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【００５１】
【発明の効果】
本発明の感光性樹脂積層体は感光性樹脂層を多層化し特定のモノマーを含有させる事で、
解像性、金属面への密着性、耐エッチング性に優れ、プリント配線板の製造、リードフレ
ーム等金属の微細加工等に極めて好適に用いる事ができるという効果を有している。
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